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１　研究の目的
でんじろう先生の　　　　　　　　　　　　　　　　　　はきちんと手元に返ってくるのに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９を描いて必ず手元に返ってくるブーメランを作ることである。

２　研究の方法と結果

⑴　基本のブーメランの作り方

①長さ，。

②翼同士が120

（合わせ方は写真のようにたがいせる。）

③合わせ。

⑵　ブーメランの飛び方を調

1 翼の素材　

重さやかたさの違う７種類の紙でブーメランを作り，飛び方を比べる。
（結果）

軽すぎると回転できずにゆっくり回ってひらひらと落ちる。重すぎると手元に戻る前に落ちるが，翼の大きさで解決できるかも。

②　翼のそりについて

そりが大きくなるとブーメランが上昇する。

ということは，ブーメランが手元に返ってくる前に落ちてしまう場合，そりをつければ，軌道があがって手元に返ってくるのでは。

タイトルは１８ｐＭＳ明朝で、項立てはＭＳゴシック１３．５ｐ太字、その他はＭＳ明朝で１３ｐにしてください。その他のフォントやポイントは使わないようにしてください。本全体の体裁を統一するために、網掛け・斜体文字などの工夫も使わないようにお願いします。余白も修正できません。他の書式全般にわたるところもできるだけ修正しないようにしてください。





図や写真は自由に入れていただけます。Ａ４原稿を縮小印刷してＢ６版で製本しますので、元々の写真や図が不鮮明であったり文字が小さかったりすると本になったときに読めないものになってしまいますので気をつけてください。





写真などは、必要数入れてください。画素数や入れる枚数によっては、データが大きくなりメールの添付で送れなくなる場合がありますのでご注意ください。








